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北新保大池小池の植物

笹川通博

　岩船郡神林村北新保に大池，小池の二っの用水池がある。海岸から約1㎞，砂丘のすそにあって標高5m，水域は

大池が約2hα，小池はその約3分の1で，アカマツ林を隔てて両池は隣りあう。流れ入る河川はなく，水源は地下水

と降水による。水深は1m前後で，年により季節によって大きく変動する。周辺の砂丘はアカマッ林である。池は現

在もいくらか田畑の灌概に利用されている。現地の植物相および植生を1986年4月から10月にかけて調査した。これ

に石沢進の1984年に採集した標本を加え，ここに植生の概要を記録する。

1　植　　物　　相

　今回の調査によって大池，小池で確認された維管束植物は159種（シダ植物2，裸子植物1，双子葉類85，単子葉

類71）であり，うち，水生植物は次の30種である。

　抽水植物　22種：ミズニラ，ミズオ゜トギリ，ミズユキノシタ，キクモ，キカシグサ，オモダカ，ヘラオモダカ，コ

　　　　　　　　　ナギ，イボクサ，ノハナショウブ，カキツバタ，ヒメミクリ，ヨシ，ウキシバ，イネ，アシカキ，

　　　　　　　　　ウキヤガラ，ミズガヤツリ，ホタルイ，カンガレイ，サンカクイ，クログワイ

　浮葉植物　5種：ジュンサイ，ヒツジグサ，ヒシ，ヒルムシロ，ホソバミズヒキモ

　沈水植物　1種：タチモ

　浮遊植物　2種：タヌキモ．ウキクサ

　これは，鳥屋野潟の50種（鳥屋野潟生物調査会　1986），佐潟の37種（尾崎　1982）と比べてやや少なく，特に沈

水植物はわずか1種で，鳥屋野潟の8種，佐潟の7種に対して著しく少ない。これは池の水深が1m内外と浅く，し

かも水位の変動が激しいためと考える。唯一の沈水植物であるタチモは，水位の低い時には陸生となる。

　帰化植物は次の8種である。

　　アメリカネナシカズラ，アメリカァゼナ，アメリカセンダングサ，オオアワダチソウ，オオクサキビ，メマツヨ

　　イグサ，タチイヌノフグリ，ダンドボロギク

　帰化率は5％と低いが，周辺部ではアメリカセンダングサの繁茂が目立ち，ミソハギを宿主にアメリカネナシカズ

ラがはびこる。

　顕著な植物には次のようなものがある。

1．　ミズニラ　Isoetesノαpo海cα　A．　Br．

　　水生のシダ植物である。石沢の1984年の標本があるが，1986年の調査では確認できなかった。ヒメミクリなどの

　水生植物が繁茂して立地を失ったためと考える。県内では平野部の沼沢5ケ所が記録されているが（池上・石沢

　1983），全国的にも分布は稀である（中池　1985）。

2．　ジュンサイ　Braseniα　schreberi　J．　F．　G　me1．

　　スイレン科の浮葉植物で，大池，小池ともに生育し，大池では単一の大きな群落を形づくっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジュンサイ群落の植生

　（Oct．1，1986）　　面積：3m×3m　　　水深：8～10cm　　植被率：65％

　ジュンサイ（4・4），カンガレイ（2・2），ヒツジグサ（1・2，f1）

3．　ヒツジグサ　1＞ymphαeα　tetragona　G　eorgi

　　ジュンサイと同じくスイレン科の浮葉植物で，県内では平野部から山地にかけて，湖沼に広く分布する（笹川

　1987）。大池，小池では共に岸辺に多く，カンガレイ，ジュンサイ，タヌキモなどが共存する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒツジグサ群落の植生

　（July　12，1986）　　而積：3m×3m　　　水深：30～40cm

　カンガレイ（4・4），タチモ（4・4），ヒツジグサ（3・3，fl），ホソバミズヒキモ（1・2），ウキシバ（＋・

　2）

4．　タチモ　Myriophyllum　tLssuriense（Rege　D　M　axim．

　　アリノトウグサ科の多年草である。春から夏にかけて水位の高い時は沈水生であるが，秋になって水位が低くな

　ると陸生となって花をつける。沈水のものはヒッジグサ，カンガレイ，ホソバミズヒキモなどと共存し，陸生で

　はカヤツリグサ科などの湿生植物に混生する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチモ群落の植生（夏）

　（J　une　28，1986）　　面積：5m×3m

　タチモ（5・5），カンガレイ（3・4，fl），ヒツジグサ（1・2，fD，ウキシバ（1・2），ホソバミズヒキモ

　（÷・2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチモ群落の植生（秋）

　（Oct．1，1986）　　面積：3m×3m　　　植被率：30％

　タチモ（2・3），ニッポンイヌノヒゲ（2・2，fr），コアゼガヤツリ（2。2，f1），ミソハギ（1・2，fr），カ

　ンガレイ（1・2，f1），アゼトウガラシ（1・2，f1），スズメノヒエ（1・2，f1），キカシグサ（＋・2、f1），

　コケオトギリ（＋・2），ホザキノミミカキグサ（＋・2，fl，　fr），オオイヌノハナヒゲ（＋・2，f1），ヘラオモ

　ダカ（＋・2，fl），アゼテンツキ（＋・2，fl），ミズオトギリ（＋），アメリカセンダングサ（＋）

5．ホザキノミミカキグサ　Utricularea　racemosα　Wal　l．

　　タヌキモ科の食虫植物で，大池の湿地に多く生育する。県内では主に丘陵地の湿地に分布するが，また，このよ

　うな海岸近くの湿地にも生育する（片桐，1982）。他にも少数ながらミミカキグサ（U．bifida　L）もある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホザキノミミカキグサ群落の植生

　（Sep．1，1986）　　面積：1m×1m　　　植被率：95％

　コアゼガヤッリ（3・3，fl），イネ科sp．（3・3），ミソハギ（2・2，fl），ホザキノミミカキグサ（1・2，

　f1），ハリコウガイゼイショゥ（1・2，fl），ヒンジガヤツリ（1・2，fl），アゼテンッキ（1・2，fl），アゼ

　トウガカシ（1・2，f1），ホタルイ（1・2），アメリカネナシカズラ（＋・2），ミミカキグサ（＋，　fD，コケ

　オトギリ（＋），オオイヌノハナヒゲ（＋，f1），ヒメシロネ（＋）

6．カモノハシ　Ischαemum　aristatum　L　var．　glatLcum（Handa）T・Koyoma

　　水辺に生育するイネ科の多年草である。小池周辺のやや乾いた所に群落をつくり，大池でも小規模に群生する。

　かつては県内の低湿地や小川の岸などに大きな群落があったというが，現在では稀少なものになっている（石沢

　1984）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カモノハシ群落の植生

　（Sep．ヱ，1986）　　面積：3m×3m

　　　　　　　　　　（優占種）　　　　　　　　（高さm）　　　　　　　　（植被率％）

　H　草本層　　　　　カモノハシ　　　　　　　～1．5　　　　　　　　　　100

　Hカモノハシ（5・5），ヨシ（3・3），ミヤコイバラ（2・2），ミソハギ（1・2），ミズオトギリ（＋），

　　　アメリカセンダングサ（＋）

7．ウキシバ　Pseu（ldraphis　uhtShiba　Ohwi

　　イネ科の抽水生の一年草である。大池の浅水域に群落をなし，小池でも小規模に群生する。県内の分布はまだ明

　らかにされていないが，稀少なものである（石沢　1984）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウキシバ群落の植生

　（Sep．1，1986）　　面積：3m×3m
　　　　　　　　　　　（優占種）　　　　　　　　　（高さm）　　　　　　　（植被率％）

　H　草本層　　　　　ウキシバ　　　　　　　　　～0．7　　　　　　　　　95

　H　ウキシバ（5・5），ヒメミクリ（2・2），チゴザサ（1・2），ヘラオモダカ（1・1），ホタルイ（＋・2）

8．　ヒメミクリ　Sparganium　stenophyllum　M　axi　m．

　　ミクリ科の多年草で浅水域に生育する。小池では群落をなし，大池でも小規模に群生する。県内では平野部およ

　び傷山の湿地に稀に分布する（笹川　未発表）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメミクリ群落の植生

　　（Sep．1，1986）　　面積：3m×3m

　　　　　　　　　　　（優占種）　　　　　　　　　（高さm）　　　　　　　（植被率％）

　H　草本層　　　　　ヒメミクリ　　　　　　　～】　　　　　　　　　95

　H　ヒメミクリ‘5・5），チゴザサ（3・3），ミズオトギリ（2・2），アメリカセンダングサ（1・1）

　以上の他にも顕著な種として，ミヤマウメモドキ　11ex　nipponiCa　Makino，ズミ　M切πs　sieboldii（Regel）

Reh6er，レンゲツツジRho（IVJenclron　／aponiCum（B．　Gray）Suringer，カキツバタ　∫㎡s　laevigata　Fisch・
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などが挙げられる。

皿　植　　　　　生

　大池，小池の植生は優占種を基に，トダシバ，カモノハシ，ヒメシロネ，ミソハギ，カキツバタ，ヒメミクリ，カ

ンガレイ，ウキシバ，タヌキモ，ジュンサイのユ0群落に分けることができる。（図1）。各群落における種の常在度

は表1のようである。

1．　トダシバ群落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　小池においてカモノハシ群落よりも更に乾いた所に成

　立する。ミソハギ，ミズオトギリなどを伴うほか，コバ

　ギボウシの混生が特異である。構成種は少ない。

2．　カモノハシ群落

　　小池のミソハギ群落よりも乾いた所に広く成立する。

　大池では小規模な群落だけである。どちらもミソハギ，

　こズオトギリなどを伴うが　群落の構成種は少ない

群落の凡例

≡ミソハギ
1ililヒメシロネ

　カンガレイ
・、・・ Wュンサイ
㎜タヌキモ
・≡≡≡≡こメミクリ

・：：ウキシバ

■カキツバタ
・乙カモノハシ
・・tトダシバ

／

　／　　一　　、

／．暑一．
／　　ξ・福，．　一

ノ　II．1．

　　　　　　　　　ロ　ド’

／．．…1’俣池騨
　　　．　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．

虫

訟

D’

3・’ P罐董，もやや滋磁：，　薄拳聾ぐ
　に分布する。ミソハギ，ミズオトギリ，アメリカセンダ　　　　　　　　　　　　　tF　O　5010050m

　ングサなどを伴い，特にフジの混生は特異である。

4．　ミソハギ群落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　大池，小池の植物群落

　　湿地で最も広い面積を占め，ヒメシロネ，チゴザサを

　はじめ多くの湿生植物が混生する。秋にはウシノシッペイとカリマタガヤが優占種となる。
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5．　カキツバタ群落

　　大池において，アカマッ林のすその岸辺や，　ミゾソバ

　ウキシバ群落の中に大きく斑状に分布する。　　フジ

6・　ヒメミクリ群落　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ

　　小池では浅水域に広く分布するが，大池では　　センダングサ

　小規模である。ミソハギ，ミズオトギリ，ホタ　ヒメシロネ

　ルイなどを伴う。　　　　　　　　　　　　　ウシノシソペイ

7．カンガレイ群落　　　　　　　　　　　　　ミソハギ

　　水深の浅い所に広く分布し，ヒツジグサなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミズオトギリ
　の水生植物を伴う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌマトラノオ
8．　ウキシバ群落

　　大池の浅水域に広く分布するが，小池では少　チゴザザ

なくて，翻をなすに至らない．ミソハギ，ミオ虚T
　ズオトギリ，チゴザサ，ヘラオモダカなどが混　カリマタガヤ

　生する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホザキノ
　　　　　　　．．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミミカキグサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチモ　池にもわずかながら生育する。ヒツジグサ，ジ

　ュンサイ，カンガレイなどを伴う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カンガレイ

10．ジュンサイ群落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒッジグサ

　にも多いが，群落をなすには至らない。
以上嚇は岸に沿つて帯状に配列する．小池植翻｛111

　図3は大池の岸の一部（C－D）の植生であ
る。秋になり干上がった所では種数が増し，．ホザ　　　　　　　図3　大池の岸の植生（縦断）

キノミミカ年グサ，ニッポンイヌノ’ヒゲ，－iコアゼ　　　　　　　　　　C－D（図1）

ガヤツリなどが生育する。・水位の著しい増減が，　　　　　　植生単位　3m×3m（Oct・’1，1987調査）

周辺の植物相を豊富にする。

皿　ま　　と　　め

　新湯県岩鉛郡神林村北新保の大池，小池の植物相および植生を19s6年に調査した。その結果；159種（シダ植物

2，裸子植物L，双子葉類85，単子葉類71）の維管束植物を確認した。そめうち水生植物は30極（抽水22，浮葉5，

沈水1f浮遊2）である。帰化植物は8種で，．帰化率は5％と低いσ植物相には，ビメミクリ，カモノハシ，ウキシ

バなどの県内稀産種を含む。植生面からは，トダシバ，カモノハシ，ζメシロネ，ミyハギ，カキツバタ，ヒメミク

リ，カンガレ／1　，ウキシバ，タヌキモ，ジュンサイの10群落を区別した。これらの群落は岸に沿って帯状に分布し，

人手の加わらない朔沼本来の植生の姿を残しており，今では県内稀産となったいくつかの植物を含んでいて貴重である。
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表1　大池，小池の主要群落の種組成（表中のローマ数字は常在度階級，＊は群落に含まれない種）

群　　落

種
区数

ミ　ソ　ハ　ギ
ミズオトギリ
ヒ　メ　シ　ロ　ネ

チ　ゴ　ザ　サ
ヒ　ツ　ジグサ
カ　ン　ガ　レ　イ
ジ ュ　ン サ　イ

ァメリカセンダングサ

ボ　ル　タ　イ
タ　ヌ　キ　モ
コアゼガヤツリ
ヒ　メ　ミ　ク　リ

ウ　キ　シ　バ
フ　　　　　 ジ

オオイヌノハナヒゲ
カ　モ　ノ　ハ　シ

ト　ダ　シ　バ
タ　　 チ　　 モ

ウシノシッペイ
アメリカネナシカズラ

ヘラオモダカ
ヌマトラノオ
ホソバミズヒキモ
ミ　ゾ　ソ　バ
カ　キ　ッ　バ　タ
ニッポンイヌノヒゲ
ク　ロ　グ　ワ　イ

ア　ゼ　ス　ゲ
ハ　　リ　　イ
アリノトウグサ
ア　ゼ　　ト　ウ　ガ　ラ　シ

アゼテンツキ
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ヨ　　　　　　 シ
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Σ騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡ゆ一

T　　　　　　　洛
トダ

Vバ

カモノ

nシ

ヒメシ　、ロ不 ミソ

nギ
カキツ

oタ

ヒ’メミ

Nリ

カンガ

激C

ウキ

Vバ

タヌ

Lモ
ジュン

Tイ
全　体

イ　　　ヌ　　　ビ　　　エ 1 1

イ　　　　　　　　　　ネ 1 1

ヒ　ン　ジ　ガヤ　ツ　リ 1 1

サ　ナ　エ　タ　デ　　＊ 1

ヤ　ナ　ギ　タ　デ　　＊ 1

チ　ョ　ウ　ジ　タ　デ　＊ 1

ミ　ミ　カ　キ　グ　サ 1 1

オ　　　モ　　　ダ　　　カ 1

コ　バ　キ　ボ　ウ　　シ 1 1

ス　　　　　ス　　　　　キ 1 1 1

ケ　イ　ヌ　　ビ　エ　　＊
¶

1

オ　オ　ク　サ　キ　ビ　＊ 1

ヌ　　　カ　　　キ　　　ビ 1 1

タ　マ　ガヤ　ツ　リ　＊ 1

コゴメ　ガヤツ　リ　＊ 1

カ　ヤ　ツ　リ　グ　サ　＊ 1

カ　ワ　ラ　ス　ガ　ナ 1 1

サ　　ン　　カ　　ク　　イ 1

以下出現一回

ミ　　ズ　　ナ　　ラ　　＊ ユ

カ　　ナ　　ム　　グ　　ラ 1 ユ

オ　オ　イ　ヌ　タ　デ　＊ 1

シロバナサクラタデ＊ 1

アキノウナギツカミ 1 1

スカシタゴボウ　＊ 1

ツ　　ル　　マ　　メ　　　＊ 1

ツ　　タ　　ウ　　ル　　シ 1 1

ミヤマウメモド÷＊ 1

イ　　　ソ　　　ノ　　　キ
ヱ ユ

ノ　　　ブ　　　ド　　　ウ 1 1

ヘ　ク　ソ　カ　ズ　　ラ
ユ 1

オオマルハツホロシ＊ 1

サワ　トウガラシ＊ 1

ノハナショ　ゥブ＊ 1

ハリコウガイゼ÷ショウ 1 1

アオコウガイゼキショウ 1 1

1ク　　　サ　　　ヨ　　　シ 1 1

レノコ・グサ・ 1

レ　ヒ　シ　バ　＊ 1

レブナグサ＊
宴X　ズ　メ　ノ　ヒ　エ　＊

11

…iシロガヤツ　リ＊ 1

レ　デ　リ　コ　・ 1

1テ　　ン　　ツ　　キ　　＊ヒ　　メ　　ク　　グ　　＊
11
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　　　北新保大池の植物

大　池［’86’7’27〕　　カンガレイ群落〔’86・7・1°〕

ミソハギ群落（大池）　　　　　　　　　　　　　　　ウキシバ群落（大池）

ホザキノ、、カキクサ（大池）〔86．10．1〕　　　　　　　　　　ヒメミクリ（大池）　〔’86．8．10〕

1　　　　池　　　〔87．9．1）　　　　　　　　　カモノハシ群落　　　〔’86．9．1〕
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　　　桝潟の植物

ヤナギトラノオ　　　〔’86．10．1〕　　　　　　　　　クサレダマ　　　L’8ti．　b．ZVJ

サワギキョウ　　r’86，9．8」　　　　　　　ミズチドリ　　〔’86．7．3〕
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